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　　　Here　the　present　authors　report　on　the　results　of　the　research　concerning　the　process　of

development，the　growing　rate．the　breeding　season，sex－ratio，the　invesしigation　of　verしebral

number　carried　out　on　Hemiramphus　salori　caught　along　the　coast　near　Onomichi　during　the

time　from　May，1955to　Apli1，1956、

　　　The　developmenしal　process　of　the　embrio　after　the　stage　of　post　gastrula，at　whiGh　thc

eggs　were　collected，adhering　on　the　floating　seaweeds　atしhe　centエal　part　of　Seto　Inland　Sea、

were　obsewed　tracing　the　following　seval　stages　and且gures　of　each　stage　are　shown　aL　Fig，1，

Nos，！－7，　The　hatching　was　seen　at206th　hr　afしer　collection，when　the　average　body　length

ofしhe　fish　was　O，8cm　long，and，aしthe　final　stage　of　this　observation，was　L　Ocm　long．　The

growing　ra［e　ofしhe　young　fish　during　the　season　from　the　tim¢of　haしching　to　Augast　was

higher　than　that　in　other　seasons　and，especially，in　winter　the　IQwest・　The　average　body

length　of　the且sh　collecled　in　October　was　l5－16cm　long　and　in　winter19－20cm　bng，

　　　The　breeding　season　could　be　esしimated　Lo　be　the　period　from　early　April　to　laしe　June　and

May　was　the　highes亡season，while　matue　and　prema頃re－eggs　were　obser▽ed　inむhe　ovar57．

　　　The　sex－ratio　of　the　nsh　was　approximately　l：l　at　the　beginning　of　the　breeding　season

but＆t　the　late　ofしhe　season　the　ratio　was　unbalanced　showing　the　higher　rate　of　female　occu－

patlon　than　male，s，

　　　The　number　of　vertebrae　was　between　57　and　61，and　the　individuals　of　59　vertebrae

occupied　47，85％　of　all　samples，

　　　Concerning　the　food，Zostera　marina　L　was　found　out　as　the　stomack　conヒentしhroughout　a

year，and　Copepoda　and　Amphipoda　were　found　frequently，　The且sh　of　the　body　length　below

l．2cm　had　many　fish　scales　in　their　sヒomach．　but　no　seaweed．　The　relationship　between　body

lengしh（Lcm）and　body　weight（Wg）can　be　expressed　as；W＝0・0014L3・26

And　also，the　reltionship　betweenじhe　body　lnegth（the　range：3・5・一27・1cm）and　scale　diameter

as；　　L＝37．181エ1。s

　　　The1・c　ale　two　narrowest　zone　of　clrculi　on　the　scale　at　l4th　and　27［h，which　correspond

wiじh　the　body　length　of　the　nsh　of　plle　and　tow　age　resl）eetiveLy・There　was　fecogllized　a　closc

relation　betw－een　the　amoしmt　of　tlhe　catch　alld　the　tidal　colldi、tlon　that　the　cotch　at　the　sl）ring

tide　was　larger　than　at　the　neap　tide、
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は　し　が　き

　「さより」はかなり高級魚として珍重され，尾道付近では延縄により周年漁獲されている。　「さより」の

生態に関する報告は内田が南朝鮮産の「さより」の生活史について，成長度，産卵，寿命等につき詳細に述

べているが，われわれはさらに尾道付近の「さより」につき卵発生経過，性比，脊椎骨数等を調査し，二三

の知見を得たので報告する。本稿を進めるに当りご校閲および有益なご助言を賜った，内海区水産研究所長

花岡資博士，藤谷技官，また本調査研究並に取り纒に際し終始ご懇切なご指導を賜った，内海区水産研究所

尾道試験地井上技官に厚く感謝する。

材料および調査方法

供試材料は1955年5月より1956年4月まで，ほぼ毎月1回延縄で採集し，稚魚は掬い網で採集した。1ヨ、集

日，採集地，採集尾数，性比は第1表の通りで，供試魚体は20％のフォル4リソ液で固定し，体長，体重，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性比，抱卵数およぴ脊椎骨数に
Table，l　Showing　the　Sampling　date，Locality．

　　　　　ωtal　number　and　sex－ratio　of　the　SamPls，　　　　　　ついて調査した。

Date

1955．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

5．4

6．8

6．16

6．22

7．11

7．19
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1・・ll

1・・ll／

11．29
12・ll｝

1956・1：3弩
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　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

〃

〃

〃

中庄地先
瀬戸田地先

116

85

5ア

32

45
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37
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34

50
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0
0
0
0
0
0

1）

0
25

11

24

32

a

62
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0
0
0
0
0
0
0

0
0
0

1
44

じ　の　でロ　　　　　　

　tainty　　　ratio

0　　　1．15

0　　0．19

57　　不明

32　　　〃

45　　　〃

30　　　〃

66　　　／7

69　　　〃

62　　　“

37

23

23

〃

〃

〃

25　　0．04

0　　1．37

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋

　発生経過の観察は1956年5月

18日愛媛県百貫島付近で，流れ

藻に付着した本魚の受精卵を採

集し，5立容積の硝子鉢に収容

して毎日1回換水し，室温に放

置して行なった。

Fig．1No，1　採集直後　1956．5．18

　発　生経過

　採集した直後の卵の発生段階

は，第1図No，！に示す如く，

嚢胚後期であったので，それ以

後の経過について観察した，発

生経過を第1図No．7まで順次

示し，また第2図に室内餌育の

水温，比重を示した。採集時よ

り17時間経過，（第1図No．2）

採集時に比較し黒色色素が多少

　　　　轟睡難

Fig・1No。2採集時より17時間後
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Fig・2　Showing　water　temparatur　and
　　　specific　gravity　of　br6eding　water．

増加し尾部が伸長して来る。

　折、集時より29時問経過。　（第1図　No・3）黒色色

素増大し，心燐の鼓動が認められる。

　採集時より！15時間経過。　（第1図　No4）胚体に

黒色色素が斑点状に並び，眼球にも色素沈着し非常に

明瞭となる。胚体の運動が周期的で，卵内で位置を変

える。

　極、集時より148時間経過。（第1図　No・5）胸鰭が

著明となり，盛んに動く。卵黄内面を血管が蛇行し，

鯉の原型と思はれる状態を示す。脊椎骨の…部分が判

別できる。

　艀化直後。（第1図No・6）購化は採集時より10日

前後で大体終り，瞬化直後の平均体長は0・8躍で，脳

嚢は前後に長い球状を呈し，油球は8～15個が見られ

る。黒色色素は，眼球および腸管側に多く，また背部

上面に脊椎骨と並行して，斑点状に色素を見る。魚体

は一 ・般に淡黄色を呈し，心臓が外面より認められる。

肛門は尾端より体長の約％に位する。艀化後の仔魚は

容審の上層をさかんに游泳する。

　贈化後5日，（第！図　No．7）贋嚢は全部吸収され

外側の色素がわずかに認められる。胸鰭が非常に伸長

し，体は半透明となる。平均体長約L　O伽となる．実

　験室での観察は卵孚化後5日で中止した。
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難灘語戴灘難

　　Fig，l　No．3　採集時’より29時聞後

Fig，1 No，4　採集時よりU5時間後

Fig．1 No，5　採集時より148時間後



撫　　　奏灘輔　　　　　　　　x“怖』＾一甑一嗜

　　　　　　　　　　壼瀞1繋

Fig．1　No．6　採集時より206時間後　購化直後

　　　　　　　　　　　　Fig．1　No，7　採集時より326時間後　贈化後5日

　！955年6月14日に集魚灯で採集した「さより」の稚魚は，平均体長3，2翻，体高0・20ガz，下顎長0・6伽，体

重α079で体色は成魚と同じく青色であった。

％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成　　長　　度20

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表の各月試料の体長組成を百分比で示すと第

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3図の通りで，各採集魚体について月々の体長組成

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のモードを図示したのが，第4図である。第3図で

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，7月の材料中体長12翻以下のものは，春に鱒化

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した稚魚を掬い網で採集したもので，体長組成の百

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分比は稚魚と成魚とは別個に示した。第4図から月

〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六の成長度を見ると稚魚の成長は8月頃まで急速

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，10月には平均体長15翻～16翻に達計る。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また冬季の成長は遅く，翌春，即ち満1年では平

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　均体長19㎝～20翻となる。その後o）成長は緩慢で秋
O
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Fig．3　Showing　the　size　compositions　ofしhe
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期にやや速くなり，満2年魚と推定される魚体の平均体長は24佛～25㎝であった。
　　　り　内田によれば雄は満1年で成熟し放精後若干数死亡するといわれており，第1表から産卵前期の4，5月

およ、び産卵後期の6月の性比からも前者では雌雄ほぼ等しいが後者では雄が著るしく減少し・内田が指摘し

た如く，雄が放精後死亡する現象がうかがえる。

　産　　　卵

　瀬戸内海中部では「さより」の産卵期は4月初旬より6月下旬頃まで，かなり長期間に亘るらしい。雌雄

の平均生殖巣重量（第5図）は5月に最大値を示し，またその頃に流れ藻に付着した卵が多量に見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卵巣内には産出直前の熟卵と未熟卵とが常に混在
甜
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Fig，5　Showing　the　mean　values　of　gtnad

　　　weight．

している。抱卵数の算定は左右の卵巣重量を測定

後，左葉の卵薬を前部，中部，後部に区分して各

々について秤量し，その一部を切断して重量およ

ぴ卵数を求め，各部分別に卵数を算出して全数を

推定した。左右卵巣重量の変異は僅少で，卵巣の

各部位における卵径の大きさには殆んど差は見ら

れなかった。

　卵数測定の結果は第2表に示すようになり，卵

径平均0．2㎝前後のものを熟卵とし，それ以下の

卵径のものを未熟卵とした。また第2表の如く佃

体による卵数変異の巾は極めて大きく，卵数と体

Table．2　Showing　the　mumber　of　intra－ovarian　egg　with　the　sizes，

Date

1955．5．4

Date

1955，6，8

Items

matured

　eg9

prematured

　eg9

1tems

Inatured

　eg9

MAX
MI　N
A　V
　％

MAX
MI　N
A　V
　％

MAX
M　I　N

A　V
　％

　　　　　　MAX
、prematured MIN
　egg　　　　A　V

　　　　　　　％

Body－1emgth
in　cm．

No．of
Specimens

Body－length
in　cm，

No．of
Specimens

16＿18

16－i8

3

964

754

860

18．1

4560

33ア2

3884

81．9

18・一20

10

1444

780

938

12．4

12・一22

17

1ア68

612

1144

11．5

8740　　　13070

4370　　　　3872

6648　　　　8830

87．0　　　　88．5

18－2・12・一22

14　　　　20

12）0

668

912

17．4

162

20

95

16．

0
o
6

22－24

11

1910

1232

1518

11．8

15532

7688

11312

88．2

22－24

9

24－26「26－28

12 2

2166　　　2890

1100　　　　1438

1750　　　　2064

1i．9　　　16．0

17432

8248

12918

88。1

24－26

lo

12270

10490

11380

84．0

26－28

3

8

153δ

618

1046

14．5

3718

1254

1766

20．2

2164

1294

1724

14，2

59〕り

2738

4336

82，6

ア17018981

479り1

83．2

8710

4294

6150

85，5

8718
52461

70241

79．8

14100

7816

10376

85，8

5



14000

12000

joOOO

8000

6000

4000

2000

1955，、5．、4

1ユ000

10000

8000

60QO

4000

ユQQO

0

る．8「

　　O　　　　　　　　　　　　　　　l6182022叫26280軌

　　　Fig、6　Showing　the　relaしionhip　between　the　si彩es　and　tke

　　　　　　　nubers　of　intra　ovarian　eg9．

L37で産卵盛期では雄が，やや多く産卵後期では雌が多く見られた。

　脊椎　骨数
　1955年5月より1956年4月までの試料643尾について脊椎骨数を調査した結果は第3表の通りで，変異の

巾は57～61で59が最も多い。ただし1955年6月8日の加島付近のものでは脊椎骨数58が圧倒的優位を占め，

　　　　　　　　　　Table，3　The　vertebral　number　and　sizes　of　samples，

長との関係を示すと第6

．図の通りで5，6月共に

．熟卵数の変動は僅少であ

為が，未熟卵数は6月が

5月に比較して少ない、

7月の試料では生殖巣を

見出すことができなかっ

た。

　性　　　比

　性比は第1表の通りで‘

雌雄の判別の容易な産卵

期の魚、体について見る

と1955年5月4日採集の

ものでL15，6月8日で

0．19，1956年4月2日で

Date

1955，

！ケ

〃

！ク

〃

〃

〃

〃

1956，

〃

　T．

5．4

6．8

7．26

8．25

　　610．

　　7

　2810．

　29

U．29

　2212，

　23
1，31

2．1

4．2

N
％

Locality
　　　　　　　　Vertebral　number
No．of
Specimens5758
　　　　　　　　　　　59　　60

松　永湾
加島地先

吉和地先
　〃　　！ク

　！ク　　〃

　〃　　〃

　〃　　〃

　〃　　〃

中庄地先

瀬戸田地先

U6i2
85　　2’

66　　1

69

62　　2

37

48

34

50

76

643

2

3

2

2
161

　β

17

42

16

12

24

10

14

4

　9

15

163

2・48［25・34

60

29

34

34

24

19

23

16

28

39

306

47．58

61

　33
　11

　14
　21

　12

　　6

　　8

　12　　2

　　9　　2

　18　　2

　144　14
22，39、2．17

Body－1ength

Average．

21、02士0．16

21．38＝ヒ0．F17

19．72」＝0．12

19，09士0．14

19．66士0．24

20．68士O．26

S．D．　　C．V．

1，8〔）士0。10

2．84士0．17

24．0士0．18

　　　　　「
2．59」＝0．1112．32±　9，53

2．40士0．12U．26二』　9．35

1・46士0・0817・42士4・60

　　　　　1

18．60士2．5112，57＝ヒO．17
　　　　　1
19，73士。，3ZI2．84士。．23

19，54士り．232、42士0，t6

19．50ニヒ0．2i2，73士0．14

g．44±　7．27

14．47±＝17．99

t　I．61士14．98

13，85士18、72

14・43士劣4・14

12、40士！4，70

i4．04士15．27

また10月6，7日尾道市吉和町付近のものでは脊椎骨数58と，－59どのものが同数を占めていた。

　食　　　性
　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　胃内容物を測定した結果は簗4表の通りで，内田は南朝鮮産「さより」では胃内容吻に藻類は見られない

と渾べているが，本調査結果では643尾中！05尾が周年に亘り「あじも」を摂餌し，その浦食率は季節酌には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6…



Table．4　The　details　of　stomach　content　of　sample且sh

1955

〃

・！7

〃

〃

〃

〃

〃

一1956

〃

Date

5．　4

6．　8

7．26

8。25

　　610，

　　7
　　2810，

　　29

11．29

　　2212。

　　23

1．31
2．　1

4．　2

T．N

No，of
Speimens

”6

85

66

69

62

37

48

34

50

76

643

＼s・P
。umb＆＼

Zostera

5
14

24

22

19

4

2

8

4

3

105

Cope－Amphi－　　　　　　　Insectspoda　　poda

15

15

8

5

29

73

44

1

3

50

7
21

1

2

i

32

　　　　　　Withe－Fisheg9識菱ロred

　　　　　　Plant

9
23

32

1
4

3

3

2

5

18

♀

4

6

Clam

夏季が冬季に比較し高いことがわかる。これについで小型甲殻類の蝦脚類，端脚類，蝦類などが多く見られ，

また水面に落ちた小昆虫類および産卵期には，　「さより」卵が多量に捕食されていた。掬い網によらて採集

した体長12伽以下の稚魚には魚鱗とCopepodaが多く見られたが，大型魚のように藻類は見られなかった。
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Fig。7　Showing　relationship　between
　　　　body　lenglth　and　body　weight，

体長と体重および体長と鱗長の関係

　体長L躍と体重躍9との関係は第7図の通りで，両者の関係は

次式であらわされる。

　　　　F「＝0．00141五3・26

「さより」の鱗は脱落し易く，比較的落ちにくいと考えられる背

鰭前端下部より数枚を採鱗し，鱗長，輪綜数および輪紋關隔を瀾

定した。体長L翻と鱗長L’の関係は第8図のように，ほぼ直線

鯉瀦の関係式は体長a5翻一27・翻鱗長α2翻一7・伽（×誌）

では次のようである。

　　　　L＝3，7181／1・795
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　輪紋数と輪紋間隔

　1955年6月の材料について，

者の関係わよび輪紋数と体長との関係に

ついて検討した．平均値について輪紋数

と輪紋間隔の関係を示すと第9図のよう

で輪紋問隔の最狭値が，14輪紋目と27輪

紋目に見られ，これらの第1回お・よび第

2回σ）づ文間隔一と材⊆長α）隈1｛系を打仁箋茎づ一る

と，平均体長19伽～206捌）1年魚，わよ

1年魚わよび2年魚と思われる，57尾の輪紋数わよび輪紋開隔を測定し，両

の

oz

c帆、糞

／　　　5

　Fig，9
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Sho、ving　distance　between1’idge　and

the　follo、vingl　ridgre，

9

び平均体長24翻～25α’彦の2年魚と一致すζ）ようでるる。

潮位と「さより」延縄漁獲量

　1955年10月1日より1956年1月31日まで「さより」漁業者の出漁日とその日の漁獲量とを調査し，第5表

に示したように潮位との関係について検討した。なお潮位は日中の高潮時の潮高を潮汐表から求め， 単位漁

Table．5　Relationship　betveen　the　tidal　conditions　and　catch　per　unlt．
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獲鼠としては1日1鉢（釣針数約200本）

当りの漁獲量をとった。漁獲量と潮位と

の関係は第1 0図に示す如く高度の柑関を

持ち大潮時に漁獲量が多く小潮時には少

なレ、こと力甥）汚、る、，
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　摘要　　．Fig．10Showingrelationshipbetweenam。unt。f
　尾道市付近にて1955年5月～1956年4　　　　　　　comme「cial　catch　and　tidal　condition・

月まで延縄を使用して漁獲した「さより」について発生過程，成長度，産卵期，性比，脊椎骨数等について

調査した。

L　発生過程は嚢胚後期まで進んでいる「さより」卵を採集して観察した。採集時より206時問で贈化を終

　わり贈化直後の平均体長は0．8伽であった。

2　稚魚の成長は懸化後8月頃までは急速で10月には平均体長15翻～16翻に達する。冬季の成長は遅く満1
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　年で平均体長19㎝～20伽であった。

3，　産卵期は尾道付近では，4月初旬より6月下旬で，5月が最盛期と推察される卵巣内には熟卵と未熟卵

　とが混在している。卵径平均0・2翻前後のものを熟卵とすれぱ熟卵数の最高は体良24㎝で3718粒であった。

4・性比は産卵期の初期で雌雄ほぼ同数であるが，産卵後期では雌が多い。

5．脊椎骨数の巾は57～61で59が最も多く47．85％であった。

6・食性はあじもを周年に亘り最も多く摂餌し，これについで擁脚類およぴ端脚類が見られた。体長12伽以

　下のものでは鱗が多量に見られ，大型魚の如く藻額は見られなかった。

7・体長L砿と体重四9との関係は次式であらわされる。

　　　p7＝0．0014L3026

a体長3・5・π一2乳・砒臓α2・6那一7・呵xあ）では両老の関係は体長を軌鱗長L〆晩す濾次式

　であらわされる。

　　　L＝3．72』L！1．so

9・　輪紋数お・よぴ輪紋間隔の測定結果から輪紋間隔の最狭値が14輪紋目と27輪紋E［に見られ，それぞれ1年

　魚およぴ2年魚と一致する。

10・　「さより」延縄漁獲量と潮高との関係は密接な相関を示し，大潮時には漁獲量が多く，小潮時には少な

　い。
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